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天下の奇祭「三谷祭」が、15日、16日の両日にわたり行
われ、県内外から観客5万人が押し寄せました。16日には、
三谷温泉下の海岸で「海中渡御」があり、号砲とともに男衆
たちは、威勢のよい掛け声をかけ、4台の山車を次々に海
中に引き入れました。
勇壮な光景に観客たちは大きな拍手を送りました。

いなせな男衆と
華麗な山車にうっとり

10月 16日

今回で第9回目となった「福寿稲荷ごりやく市」が中央
通りで開かれました。
この日は、初冬を感じさせる肌寒い日でしたが、市を訪れ

たお客さんは、焼きたてのイカやだんごをほお張りながら、
「何か良いものがないかな」と買い物を楽しんでいました。
また、人形劇、大道芸、和太鼓などのアトラクションにも
見入っていました。

お腹も心も満腹、なんでも
あります「ごりやく市」

10月 23日

愛・地球博ポーランド館の館長ジコヴィツキさんが三谷
小学校を訪れ、岩塩を寄贈しました。この岩塩は、世界遺産
であるポーランドのヴィエリチカ岩塩坑から掘り出された
もので、万博開催中、ポーランド館に展示されていました。
4年生の児童たちは3人でやっと持てるぐらいの岩塩に

触れたり、舐めたりして、遠い国のポーランドを思いやって
いました。

万博の思い出詰まった岩塩、蒲郡に来る

10月 18日
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